
 

 

 

 

 
 
 

好奇心の扉だけは、常に開けておいた方がいい 
 - 黒柳徹子（女優、タレント）-  

1875年12月17日、愛媛県に明海学校の開校を申請して

以来、数々の歴史を刻み、多くの卒業生を輩出してきた日

振島小学校は、2025年12月17日、創立150周年を迎えま

した。２学期は、この大きな節目を迎えるにふさわしい、

大変意義深い学期となりました。運動会と文化祭という二

つの大きな行事を、創立150周年の記念行事として実施す

ることができたからです。日本で一番小さな小学校である

本校は、現在、全校児童１名の学校です。その小さな学校

を、島内外の多くの皆様に支えていただいていることを、

改めて実感する機会となりました。 

運動会当日は、少し雨模様の天候ではありましたが、島

内外から170名を超える方々に御参加いただきました。児

童が一生懸命競技に挑む姿に、会場からは温かな声援と拍

手が送られ、学校と地域が一体となる時間が流れました。 

文化祭では、児童が日々の学習や活動の中で積み重ねて

きた努力の成果、そして大きく成長した姿を、たくさんの

方々に御覧いただくことができました。また、地域の皆様

には、バザーやもちつきで会場を盛り上げていただき、150

周年にふさわしい、笑顔あふれる行事となりました。 

現在、創立150周年記念DVDの製作も順調に進んでいま

す。本校の長い歴史と、今年度の大切な思い出が詰まった

一枚として、完成を楽しみにしているところです。 
 

「好奇心の扉だけは、常に開けておいた方がいい」 
 

第９回「名言グランプリ

2025」でグランプリに輝い

た、黒柳徹子さんの言葉で

す。運動会や文化祭を通し

て、本校の児童は、人と関

わり、挑戦し、学ぶ中で、その好奇心の扉を大きく開いて

きました。そして、その扉を開き続けることができたのは、

いつも温かく見守り、支えてくださる地域の皆様の存在が

あったからこそです。小さな学校だからこそ、一つ一つの

出会いと経験を大切にしながら、これからも好奇心を原動

力に、学び続ける学校でありたいと願っています。今後と

も、本校の教育活動への変わらぬ御理解と御支援を、よろ

しくお願いいたします。     （日振島小学校 校長） 

日 曜日 主 な 行 事 

１ 木 元日  冬季休業日（～1/7） 

５ 月 閉校日（下記※参照） 

８ 木 第３学期始業式 

９ 金 
給食開始 フッ化物洗口 

身体測定 句の日 

12 月 成人の日  

14 水 
児童集会 フッ化物洗口 

あのねタイム 学校運営協議会 

19 月 校内マラソン大会 

20 火 
鶴島小学校との交流学習（マラソン

大会参加） 

21 水 
フッ化物洗口 

校内マラソン大会予備日 

22 木 サッカー教室（１校時） 

30 金 フッ化物洗口 

※12/27（土）～1/5（月）閉校日 

閉校日は基本学校に誰もいません。緊急連絡

については学級担任、もしくは学校教育課（49-

7031）に御連絡ください。 

２月の主な予定 

２日（月）体重測定 

11日（水）建国記念の日  

18日（水）参観日・学校保健委員会 

学校運営協議会 

23日（月）天皇誕生日  

宇和島市立日振島小学校 
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日振島小学校創立記念日 12/17 

創立記念日となる 12 月 17 日、日振島小学校の前身となる喜路・明海・能登の
学校跡地を、旺来さんと学校教職員でたどってみました。それぞれの地区にある神
社をお参りもしてまわりました。 

   

   

八坂神社（喜路） 天満神社（明海） 三嶋神社（能登） 

 

第 49回宇和島市吉田町マラソン大会 12/21 

日頃の５分間走の成果を発揮するべく、吉田町マラソン大会に出場しました！宇和
島内外のたくさんの小学生に混じってのスタートは、少し緊張していましたが、号砲と
共にロケットスタートで飛び出す子供たちに、さらに圧倒され、いつもよりオーバーペ
ースになってしまったようです。それでもしっかり最後まで走り切りました！来年行わ
れる校内マラソン大会めざし、さらに頑張りましょう！！ 

  


